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ぼかし肥料作成時のアンモニア揮散抑制方法
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ほかし肥料は放極の有機質肥料を組み合わせて

Pa積,発 酵させたもので,有 機質肥料施用時にお

こるガス障害や肥効の過不足等の障害性
いを回避

するために,古 くから利用されてきた。ほかし肥

料には作成時にアンモニアを主成分とする悪臭等

の問題があり2),こ れは腐熟化の目安となるが,

堆積中に窒素の損失が生 じ,有 機質肥llの効率的

利用の観点から問題となる。そこで,本 試験では

ほかし肥料の作成過程におけるアンモエア揮散に

よる全素損失の抑制方法について報告→る。

「Jl着剤添加によるアンモニア揮散抑制 原 料と

して柿実油lg(N PttK=住&1),ネ 製告粉(4210),

蒸製姉角粉(1ユαO)および」1上を用い,そ れぞれ

lkg,lkgⅢ 2 2kど,5kgの |‖合で混合 した (無処理

(一))。これにアンモニア吸岩材として,過 リン

酸石灰 (以下,過 石と略す)1【g(処II A),ゼ オ

ライ ト (CECiX31mc/100g,交 換性塩基含量は

caot5,0,MsO:44,Kセ 0320,Na20 8 2m● /1003)

lkg(処理B),お よび過石lkgとゼオライト1【gの

双方(処理 C)を 添カロしたものを作成 した。また,

過石,ゼ オライ トともに無派加の処理を設けた

(無処理)。全ての処理が同じ合水率 (乾物重比で

20%)に なるように調整,混 合 した。これをフタ

付きポリエテレン製容器に充填し,当 初の含水手

を維持するように31S3時調整 しながら室内で対積,

発酵させた。堆積10日目に切 り返 しを行ない,21

,1目に堆積を終了した。これを直ちに風乾し,ビ

ニル袋に入れて密引,保 存して成分分析,室 素の

無機化校定ならびに技堵試験に供した。堆積中は

上面から10cm部位の日最高温度を調査 し,推 積

物の温度とした。また)推 積物上巾Fにアンモニア

補実用 トラップとして10N硫 酸100mlを入れた

200ml容ビーカーを静置 し,24時 間ごとに更新,

水蒸気蒸留法により榊集アンモニア量を測定した。

堆積中の内部温度は各処理ともはほ同様に推移

し,発 酵そのものは一様に進行したと推測される。
一方,処 理Aお よびCに おけるアンモニア捕集量
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は無処理に比べて著しく低かつた(第1図)。

また,製 品の「N残 存率および無機態N含 有卒

は過石の添加処理では無処理を大きく上回りぅ処

Ftt Cが最も大きくそれぞれ964%,10%で ,つ い

で処理Aが 大きかつた(第1表)。これらの結果か

ら,処 理Aお よびCの 堆積中に発生したアンモニ

ア輝散は過石の添加によつて大幅に抑制されたと

考えられる。これは上原ら。が示 した過石の効果

と合致する。

アンモニア態窒素合量は処理Cが 最も多く,処

理Aと ともに無処理を上回つたが,製 吊のPHは

アンモニア態窒素含堂に比例せず,処 理Aお よび

cは ともに,H7未満で無処理を下回つた(第1表)。

以上の結果から,堆 積中のアンモエア距散が抑制
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第 1表 ほ かし肥料の成分分析値と窒素残存率a

Tablel An■ c unts ofingredicnd and rcmaincd nitrOgc■ in fcrmcnted。増anic Fertil変●
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IN(う ちNH.NNα  N)
%

重量損失

%

残存率い

%
無処理    +     75   26(036 017
処理A     +     67   31(084 017

8 7
8 8
1 2 7
3 6

573
757
654
964

B      +      75    28(070 011)
C       +       68     34(094 014)

無処理(―)   -     61   41(003 006) 100
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された原因として,過 石中の遊離硫酸がアンモニ  第 2表 ほ かし肥料のインキュベーションによる
アを捕集した.こ とが考えられる。             窒 素無機化率

を
)

一方,処 理Bの チN残存率は無処理を上回り,
ゼオライトによるアンモニア吸着効果が想定でき

たが,処 理Aお よびCに比べると著しく低かった

(第1表)。本試験で供試したゼオライトには,計

算上2228/1k=のアンモニア態空素吸着能力がある

が,処 理Bの 「N残 存率から導かれる「N損失童
は156gとなり,ゼ オライトの吸着能力を大幅に超

えたと推測される。

処理Cで は,ゼ オライトによる吸着に加え,過

石中の遊離硫酸によってアンモニアの捕集が起こ

つたと考えられる。

ばかし肥料の肥効 製 品の肥効をJTlべた。まず

空素無機化量を測定するため,全 窒素成分8mg相

当量の製品を,場 内の水回転換畑作土(中lB粒灰

色低地上 モ清武統)より採取した風乾±40gに混合

した。土壌水分20%(乾物重比),室 温15℃の条件

で保温静置し,28日 日の無機態窒素量を測定した。

また,製 品を用い,栽 培試験を行った。上記の風

乾土をプランター(25×65×30cm)に充填 し,全

窒素成分1 6mgオB当量の製品と混合,本 ウレンソ

ウ(品種:オライ)を直播し,生 育反応を調べた。

窒素無機化率は処理Cが 最も高く(第2表),他
の処理に比べて迅速に無機化が進行すると考えら

れる。また,ホ ウレンソウの生育は,葉 長,生 体

重とも処理C施 用が最も高かった(第3表)。この

原因として製品中の無機態窒素含有率および有効

態窒素の無機化速度による影響が考えられる。

以 liの結果から,ほ かし肥料の原料に過石とゼ

Tablc 2 Rat● of mincralizcd nitrogcn during incubati―

oぉin ttrmentcd o噌anic fc■i】izcr

窒素無機化率
%

無処理
処理A

B

C

理処

410

620

576
839

無処理(一)       690
4)窒

素無機化率=わ キュヘ
ド

ト28日目の無機態全京
量■殺人した全窒素量×100

第 3表  示 ウレンソウの生育

Tablc 3 Growth of spinach

施用肥料 生体重

g

葉長
Om

無処理

処理A

B

C
104

1 5 2

122 07

141          17

0 9

2 0

無処理(一)   105    09

オライト双方を添加することにより堆積時の窒素

損失が最も低減され,製 品の無機態窒素含量が増

加することが明らかになった。また,そ れにより

有横質肥料中の窒素成分を効率的に利用できると

判断した。今後は,過 石等の化学合成物質を用い

ない方法を検討する予定である。
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